
検診における内視鏡検査の感染予防～看護の視点～ 

 

社会医療法人中山会宇都宮記念病院総合健診センター 看護師 神﨑容子 

 

【目的】 

当センターの上部消化管内視鏡検査（以下 GS）における主な感染予防対策を報告する。 

 

【実際】 

事前に受診条件等を通知している。当日はエントラス前で検温と手指消毒を実施し,37.0℃以上

の方は受診不可としている。更にフロアの受付前で,「感染予防に関する問診票」を記載して頂

き,感染疑の該当項目がある場合は受診不可としている。GSスタッフ全員 PPEを装着しているた

め,熱中症予防,集中力確保の目的で数時間毎に小休憩がとれるように調整している。受診者には,

飛沫感染予防目的で GS中は,スリット入り不織布マスクを装着して頂いている。 

また前処置席毎にパーテーションで仕切り,室温管理やサーキュレータ等にて換気対策も行って

いる。 

なお,スタッフも毎日検温・体調確認を行い,家族に感染疑者が出た場合は,管理者に申し出るよ

う指導している。 

 

【反応】 

受診者からは,「予防対策が徹底していて安心した」,スタッフからは,ＰＰＥにより「暑い」「ノ

ンバーバル的なコミュニケーションが図りづらい」などがあがった。 

 

【まとめ】 

引き続き感染対策とその周知が必要である。尚、スタッフの心身の健康管理対策も不可欠であ

る。更に,ＰＰＥ下ならではの接遇を標準化していきたい。 

 

 

 

 

 


